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英

國

ra
園
*'
市
運
励
の
發
坐• 

箱
十
一
^

一
 

O
K

* «

に
從
斯
す
る
五
十|

一
 

黃
九
千
七
两
七
十
五
の
加
入
者 

;>
:

を
有
す
5
西
.

〇
五
の
；| «

體
が
，、
組
合
か
ら
給
付
を
受
け
、： 

國

. ^

失
業
甚
命
か
ら
賠
« '

せ
ら
る
、
こ
ビ
に
な
つ
た
。

さ
ぅ
し
，て
從
來
組
合
の
.給
付
を
受
げ
>
0り
し
被
保
%

® 

業
に
從
*•
す

る

八

海

六

千

の

紐

合

加

久

漱

は

、

«,
に
_
こ
ー 

の

法

令

の

適

用
^.
受

け

る.」
^
に
な
つ
だ
。

一，九

「

四
一 

;
;苹
に
は
.組
合
の
.ニ
西
«.
の
缺
員
筂
於
失
業
者
0.
詆
名
を
;:
:
:
 

受
け
る
；
^
め
に
紹
介
所
に
托
せ
ら
れ
.、

一
九
ニ
〇
¥'
.に
.
一
 

は
そ
の
數
七
千
冊
に
達
し
、
ニ
两
四
十
黹
の
加
入
者
に
一 

»
し
て
七
|7
七
十
六
麵
體
が
失
業
給
付
を
行
ひ
？
當

時

;;
-
|

_

の
總
組
合
勞
働
者
五
.茛
11

十

五

'®
に
，比
し
て
、
四
.十

五
|

ノ
ー
.セ
：シ
.ト
强
に
^
.つ
て
.ゐ
る「

0 

\

,
,失
業
者
が
狐
合
ょ
6
支
船
せ
，ら
る
、
給
.付
は

> 
一

定\

0:
條
件
あ
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。
た
V
明
か
に
意
悤
に

雜
か
づ
る
：乙
ヒ
を
饊
0)
]
'し
だ
る
失
業
に
»'
し
て
の
み
：支

.給
ぜ
^
れ
、失
業
.者
は
缺
員
簿
に
記
各
し
、
勞
働
紐
合
は 

失
業
者
0;
-
職
業
を
見
出
す
.た
め
に
、.‘合
，理
的
に
#'
效
'̂

方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
ぅ
し
て
組
合
が
賠 

償
せ
ら
る
、
の
は
、
失
業
給
付VJ

し
て
支
給
し
た
る
も 

の
、
四
分
の
さ1

以
下
に
限
ち
れ
る
。
こ
れ
は
組
合
を
し 

て
失
業
給
付
額
を
出
來
る
だ
け
低
率
に
維
持
せ
し
む 

る
た
め
で
あ
る
ブ

(
J
.

r

o

o

h

g

:

—

 

o
p
. 

c

r

p
?

 

2
7

1

 
丨 2

7
7
)

(

未
.完) 

、

.
英
國
田
園
都
市
龜
動
の
發
生

(

上)

'
'

.
:::
:

-

復
.
太
-
郞
:

r

:

.
1

 

ノ

.
,
.
ff
l
園

都

市

の

運

動

は

極

め

て

廉

近

の

も

の

，で

あ

る

o 

, 

か

の

產
*

軍

命

が

生

み

出

し

た
«
し

い

社

#

は

新㈣
 ̂

や
.組

織

に

.慣

れ

な

が

つ

た

爲

め

到

る

處

に

多

ぐ

の

悲

慘 

な
又
.は
醜
態
な
記
錄
を
殘
し
た
。
當
時
に
於
け
る

エ

業
 

及

び

：農

業

勞

：働

者

の

生

：洁

：の

如

き

は

悲

滲

を

極

め

た

：る

記
錄V

J

な
り
、
自
然
P
美
S
か
]
I史
的
傅
統
と
か
を
無 

■
u
^
-
'
c
o
m
m
e
r
c
M
s
m

が
锻
诞
し
た
所
.に
は
悉
く
«

^
ぬ
光
景
が
®:
開
し
て
行
っ
れ
。
近
代
の
；產
業
都
市
は 

興
の
內
部
に
悲
慘
な
る
勞
«
者

の

生

.活

を

包

含

す

る

ど 

共
に
觀
市
そ
の
も
の
が
秩
序
や
傳
統
や
又
•所
謂
市
民
的
‘ 

糨
神
の
缺
除
し
た
、
濛
々
.忆
る
媒
煙
e
巨
大
な
るH

場

‘ 

た
殺
風
景
な
鄭
務
用
の
大
建
築
物
以
外
に
は
何
物
も
詩 

る
も
の
を
持
た
ぬ
^
云
ふ
賴
感
さ
を
示
し
れ
。
此
樣
な 

都
市
を
中
心
€

し
貪
继
^
く
il
i
を
^
ら
な
い
€
利

的

粮

j 

神
に
立
っ
て
励
か
さ
れ
て
行
っ
た
現
代
文
明
が
ラ
ス
キ 

ダ
、

乇
リ
ス
の
織
な
人
，々

に
嫌
忌
S
れ
た
の
は
不
姐
議| 

:
.
で

ば

な

い
0
|1
|
園
都
市
0
運
期
は
此
の
醜
惡
ど
悲
慘
^

,^'
具
備
し
た
近
代
都
市
發
生
後
の.；述
動
で
ぁ
0
て
"
其」

 

比
*
く
都
市
の
憋
理
：̂
着
服
し
は
：じ
め
た
都
市tl
*
«
に

持
つ
.て
ゐ
る

'も
.の
で
：ゐ
.る
..o
'
こ
•の
.述
動
..
が
從
つ
て

•ク
_ス
.
•
_ 

キ
ン
、

モ
リ
ス
の
思
想
に
負
ふ
所
頗
る
大
で
あ
る
が
又

' 

E
IH
:
に
於
け
る
最
大
の
ユ
ク
ト
ピ
ァ
ン
の
一
人
で
あ
る 

^
Jj
H
の
シ
ャ
ァ
グ

®
フ
ジ
エ
が
唱
へ
た
フ
ァ
ラv

ス 

テ
ル
に
住
む
入
々
の
.生
活
の
樣
式
は
ラ
ス
キ
ン
、

モ
，ソ 

ス
の
信
奉
者
が
英
國
に
建
設
せ
ん
尤
す
る
田
園
都
市
の

. 

企
进
に
對
す
る
先
鞭
を
爲
す
も
の
で
あ
つ
た
。

以
下
記
述
せ
ん
^
す
る
所
は
英
國
に
於
け
る
田
園
都 

市
計
畫
が
實
際
的
運
動
く
し
て
の
®
を
に
到
る
經
過
で 

T
h
e

 

G
a
r
d
e
n

 

C
i
;
y
: 
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S
t
u
d
y

 

in 

the 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 

of a
g
o
d
e
r
n

 

T
o
w
n

 (

著
者
は 

C

 

B, 

P
u
r
d
o
m

 

一
九 

T

三
年
出
版〕

の
最
初
の
ニ
三
章
の
'杪
_
に
過
ぎ
な
い
。 

田
園
都
市
0,
企
圖
：が
具
體
.化
す
る

以
前
に
時
々
主
張
さ

 

れ

た

g
ocu
o
l To

w
n

 

の
企
畫
や 

Industrial 

Village

の
計
晝
に
就
い
て
は
非
常
に
興
味
あ
る
硏
究
の
方
®
が 

あ
る
、
し
か
し
不
宰
に
し
て
目
下
筆
者
の
手
元
に
|1
之 

..の
方
.而
に
■
す

る

材

料

が

*

^

に

乏

し

い

爲

め

詳

細

に

第

十

一

縱〗

o
九

對

し

て

は

殊

に

其

の

：，：

S

然
的
環
横
の
美
X
利
益
S
を
高 

唱
し
又
砠
S
の
入
ロ
_
申
を
避
け
て
、
太
都
市
計
輋
に 

rf
o
つ
.て
容
易
i;
g
意
を
員
は
，さ
；ぬ
織
に
於
い
て
特
色
を
*

.
笫

十

六

卷(

一
六
0
九)

雜

錄

英
陶
田
II
都
市
述
動
の
發
也



擎

六

卷

c
r

六
一
〇)

雑

錄

興

®
田
囿
都
市
運
励
の
發
生 

第
十一

鱗

一

i
o

百
3

て
の
歴
史
的
硏
究
は
他
日
に
讓
ら
ね
ば
な
ら
な 

:

.い
。
又
歷
史
的
研
究
以
外
：に

實

際

.0
問
題
€
し
て
田
園 

!;
;
:
都

市

の

建

設

が

吾

々

に

提

供

ず

る

問

題

の

範

圍

は

極

め
 

「

て
廣
い
。
近
來
所
謂
文
化
生
活
の
呼
聲
に
醒
さ
れ
て
か
.
 

從
來
の
郊
外
生
活
を
焚
に」

步
進
め
て
多
少
組
織
立
つ 

た
剖
畫
を
腐
々
耳
に
す
る
o
前

に

も

一

寸

^

ベ

た

欉

に 

':
:
田

園

都

市

は

大

都

市

計

畫

：の

遂

行

に

對

し

て

多

少

疑

問
 

を
懷
い
て
ゐ
る
様
で
あ
る
か
ら
し
て
大
規
模
の
都
市
計 

*
が
完
成
し
た
曉
に
於
て
：も
田
園
都
市
論
者
の
主
張
に
：
 

は
聽
く
可
き
所
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。
.訐
畫
發
表
の
割
に
'
 

實
際
に
都
市
整
頓
の
行
は
れ
な
い
我
國
に
あ
つ
て
も
最 

.近
田
園
密
Tr
計
畫
を
_聞
く 

■樣
で
あ
.る
が
吾
^
は
か
、
'
 

る」 

「

訐
畫
に
對
す
る
要
求
の
强
.さ
が
果
し
て
何
程
の
も
0
で
.，
 

あ
る
か
を
疑
問
ど
す
る
。
乂
觅
に
後
に
な
つ
て
明
か
に 

さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
が
冚
園
都
布
の
內
容
が
我
國
^
於
い 

て
は
明
瞭
に
わ
か
つ
て
ゐ
な
い
«
に
M

は
れ
往
々
誤
解 

さ

れ

て

ゐ

る

ビ

考

ベ

ら

れ

る

。
.

G
a
r
d
e
n

 C
i
t
y

ビ

G
a
r
d
e
n

S
u
b
u
r
b

又

はM
o
d
e
l

 V
i
l
l
a
g
e

等
と
の
區
別
が
判
然
ビ

し
な
け
れ
ば
阳
園
都
市
運
動
の
眞
意
義
は
理
解
せ
ら
れ 

なS

の
で
あ
る
。

二

『

防
« .
や
生
活
の
享
樂
や
宗
敎
上
の
必
耍
ビ
云
つ
 ̂

樣
な
見
f t
力
ら
み
る 
>ヒ
、
都
市
は
從
來
常
に
多
く
の
大 

道
が
四
方
に
放
散
し
文
人
々
®
眼
の
惹
か
れ
る
中
心
點 

で
あ
つ
た
。
文
明
は
都
市
に
於
い
て
發
生
し
科
學
製
術 

も
亦
其
處
に
於S

て
創
造
さ
れ
た
。
商
業
も
其
處
に
於 

い
て
盛
に
な
つ
た
し
，
政
治
e
か
社
界
S
か

又

分

_

し 

て
ゐ
る
人
々
の
間
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
ビ
稱
せ
ら
る
、
も 

の
な
^
を
作
り
出
し
た
の
も
都
市
で
あ
つ
た
。
人
々
が 

自
由
な
空
氣
に
浴
し
得
て
ゐ
た.
の
は
常
^
都
市
に
於
い 

:

て>
あ
つ
た
し
又
、
都
市
が
强
大
で
あ
つ
た
時
は
常
に 

其
の
國
は
繁
盛
を
保
つ
て
ゐ
打
。

人
々
は
種
々
の
立
派
な
事
物
祀
就
い
て
考
量
を
廻
し 

て

來

た

が

都

市

ぞ

宕

ふ
V

の

は

彼

等
の

考

へ

う

る

內

で

最

も

立

派

な

も

の

，で

あ

る

、

然

A
か
つ
て
建
.設
せ
ら
れ 

れ
都
市
で
も
つ
て
人
間
の
魂
を
充
分
に
滿
足
さ
せ
得
た 

も
の
S

0
,

ハ』
(

p
w
P
d
a
o
m
;
. 

T
h
e

 

G
a
r
d
e
n

 

r
i
t
y
;

c
h
a
p
.
'
L

 L
P
,

 i

•
.大
意
課)

；
 

：

•;F
u
r
d
o

日
氏
の
此
の
言
葉
は
多
く
の
ft
會
硏
究
家
が
ふ 

.
1

文
明
の
特
色
な
.

其̂

根

本

の

，原
»
カ
な
り
を
一
つ
の
：
 

■■事
，實
又
は
原
因
に
の
み
結
び
つ
け
て
し
ま
ふ
自
畫
自
讃 

的
色
彩
を
帶
び
な
い
.
|で
は
な
い
：が
？
都
市
の
發
生
ビ
云
一 

ふ
も
の
が
今
日
に
^
で
到
つ
た
入
類
文
明
の
進
み
の
中
一 

の
此
較
的
初
期
に
現
ば
れ
爾
來
文
明
の
進
展
に
竝
行
じ
バ
ー 

.で
來
て
ゐ
る
の
は
事
實
で
あ
、
又
近
世
に
到
っ
’て
都
市 

:
:の
意
_
が
非
常
に
增
加
し
也
の
も
事
實
飞
あ
る
。
1

;
'

こ
の
文
明
の
進
み
^
共
に
新
し
ぐ
出
來
^
都
市
艺
云 

.ふ
も
の
を
昔
か
ら
多
く
.の
人
々
が
理
想
化
す
る
事
を
考 

へ
た
。r

人
々
は
彼
等
が
其
0
全
生
涯
を
幸
福
匕
平
和
0
ー
 

杓
に
暮
せ
る
樣
な
或
る
.美
し
く
且
つ
立
派
な
支
配
を
受 

け
れ
都
市
を
想
像
し
て
.來
た』

(

前
揭
睿)

。

：

第

十

六

锻a

六

ニ)

雜
錄
英
國
田
園
都
市
：

然
し
都
市
が
人
類
の
生
活
に
於
い
.て
非
常
に
重
火
y 

役
目
.を
演
じ
又
都
市
の
問
題
が
文
明
の
主
粟
沏
題
ビ
な 

る
に
到
つ
れ
の
は
近
世
都
市
發
鹿
後
に
於
い
て
で
ぁ 

る
。
#
か
れ
惡
し
か
れ
現
代
の
.文
明
は
都
市
の
文
明
に 

ょ
つ
て
代
表
さ
れ
：て
ゐ
る
、
其
の
都
市
は
年
マ」

-1
1
ハ
に
其 

の
重
喪
^

^
規

模

ビ

を

增

大

，し

て

行

く

、

大

賴

市

の

中

： 

、
レ

に

於

け

る

人

口

は

鞭

近

減

.少

の

傾

向

を

示

し

て

ゐ

て 

も
大
都
市
の
發
展
は
其
の
外
輪
の
«
夂
に
ょ
つ
て
示
さ 

:

れ
て
ゐ
る
”
大
都
市
の
境
界
に
接
し
て
盛
に
形
成
せ
ら 

れ
る
所
謂

郊
外
な
る

地
域
は
行
政
的
管
轄
の
異
等
を
問 

ば
す
寧
ろ
大
都
市
の
勢
力
の
農
村
地
域
に
及
ぼ
.せ
る
擴 

大
ど
見
る
可
き
で
ぁ
つ
て
一
見
農
村
の
人
口
の
都
市
流 

.i
l
ニ
纷
す
る
阻
丘
マ」

»
せ

ら
:̂

、
現

象

の

如

き

も

等

し 

く
都
市
勢
力
■の
農
村
地
に
，及
ぼ
す
影
響
の
結
果
に
外
な
.
 

ら
な
ぃ
。

.

か
く
、
都
市
が
由
舍
及
び
田
舍
の
住
民
に
及
ぼ
す
影 

S

決
し
て
近
代
に
始
ま
つ
れ
も
の
で
は
な
い
。
た>

笫
十1

雛

こ一



第
十
六
卷

(
一

六ニー

〕

雜
錄
英
國
田
固
都
市
述
動
の
域
生

 

第卞

一

號

u

 

ニ

-

興

の

影

響

の

辟

度

は

一

定
，地

域I

例

へ

：ば1

地

方

或
.
 

ば
一
：
國—

內

に

於

い

て

，都

市

ど

農

村

ど

が

各

々

占

め 

る
勢
力
0
割
合
に
よ
o
て
.決
定
す
る
も
の
.で
；あ
る
°

S 

tt
j
の
勢
力
.が
微
弱
で
交
通
：の
機
關
0:
具
備
せ
ら
れ
な
か
.
 

つ
た
.時
代
に
は
都
市
の
勢
ヵ
*

_
は
其
の
都
市
自
體
を
一
 

僅
に
其
0-
近
儉
匕
.に
止
ま
づ
て
ゐ
た
。『

旅
行
施
設
の
發| 

逄
ゃ
社
會
的
吸
屮
ヵ
の
垴
加
ゃ
其
他
多
<
办
經
濟
的
變
，
|
 

化
等
色
共
に
都
市
の
勢
力
は
增
大
し
た
。』

英
國
に
就
い
一 

て
み
れ
‘ば
之
れ
は
十
八
诋
紀
の
終
結
以
後
の
事
で
エ
業
|
 

玉
-
0發
達
農
業
軿
作
法
の
變
化
等
が
都
市
を
し
て
優
勢
一 

«
ら
し
め
だ
;0
で
由
つ
.て
其
0
以
前
に
あ
つ
て
は
工
業I. 

の
大
部
分
が
象
內
經
營
に
よ
り
.又
全
人
ロ
の
牢
數
以
上
，j 

は
な
ほ
®
業
ど
何
等
か
_の
1:
接
0
交

涉

を

持

：ち

大

部

分
：.I 

孫

土

地

：財

產

な

ざ

を

所

有

し

て

ゐ

仅

。
：
十

八

世

紙

が

終

：
 

る
？
I

大
體
か
ら
沄
へ
ぱ—

家
內
經
營
に
よ
る
大 

部
分
のh

業
が
池
滅
し
て
從
來
享
得
し
て
ゐ
れ
諸
a
の 

，權

利

を

：刹

奪

さ

れ

た

人

.々

は

農
#
.か

ら

一

，掃

さ

れft
、

茲
に(

英
國
の)

中
部
及
北
部
の
火
都
市
の
形
成
が
注
じ 

て
來
た
の
で
あ
を
。

所
謂
產
業
革
命
を
成
就
せ
し
め
た
股
動
力
に
就i

て 

は
筆
者
はp

u
r
d
o
m

氏
^
等
し
く
玆
に
典
れ
を
詳
論
し 

な
い
。p

u
r
d
o
m

氏

は

此

の

社

會

制

度

の

變

化

が

，少

数 

の
人
々
に
富
を
a
ら
し
て
茲
に
大
多
數
の
民
衆
の
贫
闺 

を
伴
ひ
第
十
九
世
紀
が
«
會
改
&
の
方
策
に
ょ
つ
て
根 

絕
す
る
事
を
企
圖
し
ね
諸
稱
の
弊
辔
の
基
礎
を
遛
い
.た 

S
云
ふ
點
を
注
意
せ
し
む
る
に
止
め
て
ゐ
る
。『

㈣
業
及 

び
土
地
所
有
者
に
風
す
る
階
級
の
興
味
を
全
然
惹
き
つ 

け
て
し
咬
つ
れ
當
0
追

求

は

民

衆

：
の

境

遇

如

何

^

無

頓 

着
に
行
は
れ
炫
P
彼
等
が
幾
何
か
で
も
民
衆
の
事
を
考 

へ
て
ゐ
た
^
す
れ
ば
興
は
被
等
の
隸
屢
を
重
く
す
る
方
.
 

法
に
就
い
て
の
關
係
に
於
；い
て
の
み
で
あ
つ
た
。』

斯
の
如
き
事
情
の
中
か
ら
發
生
し
た
近
代
の
.工
業
的 

大
都
市
は
自
か
ら
特
有
の
方
®

S
其
れ
に
關
炖
し
れ
問 

題
せ
を
'

今
：！

ん

で

ゐ

る

で

之

れ

に

附

隨

し

て

起

つ

た

十

九

,世
船
の
特
有
の
開
題
は
住
宅
間
題
で
ぁ
る
。
元
來
人
類 

が
住
居
を
營
む
以
來
常
に
住
居
の
間
題
は
存
在
す
る
、 

し

が

し

其

.の

住

居

の

問

題

が

人

顴

の

生

活

カ

に

從

來

見 

る
事
の
な
か
つ
た
程
®
も
重
大
な
脅
威
を
及
ぼ
す
稃
度 

に

達

：じ

だ

の

は

エ
«
都
市
の
建
設
以
後
の
事
で
ぁ
る
。 

•

(

前
御
書I 
一5

〕

此
の
意
味
に
於
い
て:『

住
宅
に
關
す
る
.
 

都
市
計
鲞
の
主
要
な
る
開
題
は
直
接
に
勞
働
考
に
適
當 

な
る
家
屋
を
充
分
に
供
給
す
る
仕
事
$
關

連

し

て

ゐ 

る
の
で
あ
る』

(
J
o
h
l
l
-
N
o
l
s

 

N
e
w

 

Ideals 

in 

the 

a
長
 

i
ncr
q
o
h
O
K
ぶ 

T
o
w
n
s

 

a
n
d

 

villages, 

p. 8
3
)

近 

代

衛

生

：學

の

發

展

に

連

れ

て

：社

會

：の
：服

前

に

其

の

重

大

' 

の

低

險

を

示3
れ

た

^

^

分

の

民

衆

の

住

宅

狀

態

ば

各
 

種
の
法
律
や
公
私
の
諮
企
畫
、
一，刊
行
物
に
依
る
其
の
危
：
 

險
の
絕
叫
等
に
も
拘
ら
中
依
然
現
代
文
明
の
恥
辱
^
思
.：
 

は
れ
る
程
惡
い
も
の
で
あ
る
。

11
に
惡
い
の
は
堪
に
.過
去
の
無
知
な
時
代
に
'計
®
も 

な
ぐ
出
來
上
つ
て
行
つ
た
都
市
構
成
が
極
め
て
惡
か
0 

m:
十

六

卷

(
1

六
5

)

雜..

.

.

.

.
錄

，
英
國
田
園
ぼ

た
ビ
云
ふ
，事
以
上
に
楚
等
の
も
の
が
依
然
今
M
に
於
い 

て
維
持
せ
ら
れ
又
新
し
く
建
設
せ
ら
る
、
都
市
が
繼
て
，
 

將
來
に
は
再
び
こ
の
恐
る
ベ
き
弊
番
を
發
生
せ
し
む
る 

危
險
の
あ
る
基
礎
を
据
へ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
來
る
可 

一
き
時
代
の
爲
め
に
建
設
す
る
者
は
過
ぎ
去
つ
た
時
代
の 

\

爲
め
R
連
設
す
ベ
P

で
は
な
い
se
J
云
ふ
事
を
菩
々
は
充 
\

分
に
称
み
込
ん
で
ゐ
な
い
。
ヤ
九
世
紀
の
都
市
は
1

趴 

一
の
物
質
的
利
益
以
外
を
目
標
ど
し
な
か
つ
た
組
暴
に
し 

\

て
無
手
法
の
企
圖
の
所
產
で
あ
つ
た
"
吾
々
が
充
分
に 

I

:'
注
意
を
拂
は
ね
ば
な
ら
な
い
所
の
凡
べ
て
の
事
物
、
例 

™
ベ
ば
科
學
ぇ
か
敎
育
ど
炉
身
體
的
必
要
の
考
察
等
は
知 

k
れ
な
か
つ
た
か
或
は
無
視
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
人
々
の 

ノ
急
激
な
增
加
や
都
市
の
迅
速
な
る
膨
脹
が
十
九
11
1
紀
の 

人
々
を
警
愕
せ
し
め
て
し
ま
つ
，
た
の
は
事
實
で
あ
つ 

.
た
0
僅
か
の
铝
月
の
間
に
產
業
革
命
は
彼
等
の
頭
上
に 

押
し
迫
り
彼
等
は
何
れ
も
其
の
弊
番
に
惱
む
、た
。
今
W 

じ
あ
つ
て
は
含
々
は
彼
等
の
ロ
實
を
蹈
製
す
る
事
を
許
.
 

連動の發虫:

第十

一

號一一三



第

十

六

卷(

ー
六
ー
四
> 

雜
::
:
錄
：|
'英
國
田
園
都
‘€
連
脚
の
發
生

 

婼

卞

一

號一一四

3
れ
な
い
、
彼
等
の
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
科
學
や
藝
術 

を
吾
々
は
享
得
し
て
ゐ
る
，
過
去
の
敎
訓
は
#
裸

々

に： 

吾
々
の
眼
前
に
橫
は
る」

吾
々
は
如
何
に
し
て
矯
正
す
：
 

.丨V

き
か
と
云
ふ
此
の
問
@
の
»
質
を
充
分
に
把
持
し
5 1 

.に
之
れ
を
處
理
す
べ
き
a
に
於
.い
.て

は

遙

に

充

分

な

，支

| 

度
を
持
つ
て

ゐ
る

O

少
く
^
も
吾
々
は「

恐
ろ
し
い
抱」

.：
 

.

(

ごblotches 

C
T
f
h
i
d
o
u
s
n
e
s
s
o

で
な
い
都
市
を
建
設
し 

.'1
ぅ
:̂
心
掛
け
る
な
ら
ば
成
就
し
ぅ
る
地
位
.に
ゐ
る
の 

で
あ「

る
.、
.其
れ
は
吾
々
の
意
志
に
懸
つ
て
ゐ
る
の
で
あ| 

o
て
之
れ
を
行
ふ
：意
志
の
な
い
所
に
は
依
然V
し
て
：舊 

來
の
不
幸
な
る
道
を
迪
る
都
市
建
設
が
行
は
れ
て
ゐ
る 

の
を
見
る
。(

前
揭
書
_
頁)

.

：
 

.j

s 

I 

.

;

『

田
園
都
市
ど
云
ふ
も
の
が
考
察
せ
ら
る
、
の
は
、
先 

つ
1-3

業tt-

心

の

®

市

が

形

成

せ

ら

れ

r

其
の
都
市
に
固 

有
の
弊
害
が
發
見
せ
ら
れ
た
時
に
起
つ
ft
1
づ
:0
運
動 

の
究

極

ビ

し

て

y
あ

る

。』

十
六
世

紀

のSir 

T
h
o
m
a
s

 

M
o
r
e

に
於
け
る
が
如 

く
十
九
世
紀
の
社
會
狀
態
に
對
す
る
批
刿
^
し
て
不
 ̂

.能
な
且
つ
實
現
の
出
來
なS

境
遇
を
W
い
^

B
e
l
l
a
m
y

 

や

M
o
m
s

等
の
諷
刺
家
の
理
想
的
祉
會
や
空
想
的
都 

市
は
近
世
工
業
的
英
國
の
勃
興
‘こ
;1
1:ハ
に
起
つ
た
新
し
い 

時
代
の
要
求
に
應
ず
る
都
市
の
建
設
に
對
し
て
下
3
れ 

た
經
驗
的
の
，提
案
ど
は
.全
く
興
つ
た
も
の
で
ぁ
る
。
田 

B
都
市
の
.運

動

はp
u
r
d
o
m

氏
の
云
ふ
如
く『

少
數
の 

熱
心
家
0
出
來
心
や
空
想
に
其
の
端
を
發
す
る
も
の
で 

は
な
い』

が
避
等
の
諷
刺
家
の
批
評
が
ft
锊
を
し
て
彼 

，.等
の
生
活
す
る
周
圍
の
情
況
に
對
す
る
舰
察
を
深
か
ら 

し
め
た
事
は
田
園
都
市
の
運
動
に
ど
つ
て
決
し
て
清
過 

す
：ベ
か
ら
ざ
る
意
義
を
持0

て
ゐ
る
。
實
際
的
計
进
ヒ 

し
て
の
方
面
を
暫
く
描
け
ば
田
園
生
活
の
精
神
の
普
及 

が
ラ
ス
キ

ン
、

モ
リ
ス
：の
勞
作
に
少
な
か
ら
す
负
ふ
所 

ぁ
る
と
云
ふ
a
に
就
い
て
は
吾
々
は
佛
國
の
經
濟
學
者 

ジ 
一
ド
氏
の
.說
を
ミ
る
^
で
あ
る
。

.‘

兎
に
角
、
田
園
都
市
連
動
の
實

際

朝

方
而
に
就
，い

て

L
a
b
o
u
r
i
n
g

 P
。
？

の

中

で

人

々

の
過
度
に
密

集

レ
穴
都
 

0
先
辑
ビ
も
認
む
可
き
十
九
世
紀
初
め
に
：於
け
る
諸
種
市
を
救
ふ
爲
に
千
五
西
人
の
住
敁
か
ら
な
る
小
衬
蒗
搠 

の
*
際
的
計
叢
は
實
行
せ
ら
る
、
意

志

を

有

し

又

往

々

.體
の
形
成
を
提
案
し
て
ゐ
る
。

一
ヱ
ィ
カ
ア
三
十
破
で 

贄

施

せ

ち

：れ

た

ネ
0
も
ぁ
つ
：た

け

れ

ざ

も

未

だ

本

當

に

午

ニ

百H

ィ
カ
ア
0
 
土
地
を
買
ひ
入
れ
此
の
共
同
園
體

は
個
人
ミ
敎
Is
ど
州(

c
o
u
n
t
y
)

«
地
方
^
瓦
！̂

)
ど
政 

府
ビ
に
よ
つ
て
ff
l

®
せ
ら
る
、
の
で
あ
る

。

此
の
計
盡 

:を
實
行
す
る
に
就
い
て
彼
は
ニ
十
五
®
磅
の
金
額
を
必

成
功
す
る
機
運
e
準
備
^
を
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
穴
。
此 

の
機
運
は
明
か
.に
十
九
世
紀
末
ニ
十
世
紀
の
開
始
^
於
：
 

)

い
て
熟
し
た
、
十
九
弛
紀
末
'(
:
或
；る

I

人
の
人
の
手
に 

纏
I

れ
た
時
代
の
精
？

要
求
§

ー
ナ
世
紀
仁
入 

る
_ミ
共
杧
實
施
さ
れ
て
.充
分
な
る
成
功
を
納
め
る
に
到 

.つ
れ
實
際
的
ft
畫
の
提
案
ヒ
な
つ
た
。
十
九
世
紙
初
®] 

の
#
猶
の
實
際
的
艰
窠
や
企
鲞
は
：正
に
こ
の
時
代
的
精 

舯
名
其
め
婴
ネ
の
先
羅
を
爲
す
も
の
ビ
し
て
尊
重
す
ベ 

き
で
あ
.る
e

. 

» 

.

..

.

: 

— .

.

.

...

：
. 

.

.

.

.

.

:

此
秫
0
初
期
_の
提
案
の
第
-
は
當
時
の
活
動
家
で
ぁ 

つ
れR

o
b
e
r
t

 

O
w
e
n

に
ょ
つ
て
爲
n
r
nて
ゐ
る
。
彼
は 

千
八
百
十
^
年
に a

 R
e
p
o
r
t

 to the Cominittee.of the

.

.
M. 

.

.

.

. 

'
 
-
 
■
 

;J
 
■
 
■
 
'
 
'
 
i
 

.
 

1
 

/
 

1.

:>SSOCIation for the Relief of the M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
i
n
g a

n
d

m

-

H

ハ
翁

要
ご
し
た
が
遂
に
五
萬
磅
を
以
つ
て
そ
の
計
ft
に
翁
手 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
、
然
も
其
の
金
額
は
大
部 

:

分
彼
の
®
出
に
倚
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
第
一
の
村
落
は 

千

八

西

ー

一

十

年

M
o
t
h
e
r

 w
e
l
l

の
近
徬
のObriston 
r
t 

.
云
ふ
地
に
創
め
ら
れ
た
.
然
る
に
發
起
人
侧
の
不
和
や 

:
其

他

の

原

因

，で

此

計

晝

は

餘

り

充

分

に

進

埗

せ

す

し

て
 

千
八
百1

一
十
八
年
に
終
を
つ
げ
て
し
ま
つ
た
。O

w
e
n

の 

計
書
は
一
部
分
、
千
六
西
九
十
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
J
 

行
さ
れ
た
小
册
子 

proposals 

for 

raising 

a

 

c
o
n
e
q
e

 

o
f
J
n
d
u
s
t
r
y

 

for 

all 

u
s
e
f
u
l
H
r
a
d
e
s

 

a
n
d

 

H
u
s
b
a
n
d
r
y
,

，箱
十 
一
m

一
 

s

(
1

六

：

1

五)

0

:錄
英
國
田
園

都

市
述聰の破

生

• 

.
 . 

• 

-
 

X- - 
;
 

.



第
十
六
怨(

r
ハ
ー
，六)

雜

錄

' 

英
國
田
勸
都
市
诞
脚
の
發
生 

筋
十
一
錄 

一r
、

with 
probit 

for 

t；he 

Rich, 

a
n
d

 

. 

p
k
n
t
f
u
l

 

living 

lor 

the 
poor, 

and. a

aQ
o
o
^
w
d
u
c
a
f
l
o
n
f
o
r 

Y
o
u
t
h
,

 

w
h
o
n
w
i
l
l

cre 
a
n

 

a
d
v
a
n
t
a
g
e 

to 

the 

G
o
v
e
m
s
e
n
t
,

 

cr
y
f-
f
-
h
e 

Increase 
of the 

P
e
ople 

a
n
d

 

their 

R
i
c
h
e
s

 

に
現
は
さ
れ
れJ

o
h
n

 
Bellers 

'の
雜
策
に
甚S

た
も
の 

:

で
あ
る
ど
：

(

前
引
用
書
五
1
:
六
頁.)

.

へ
:
ヾ

.
：
：
， 

十
九
世
紀
の
初
期
に
於
い
て
は
雜
築
上
の
各
協
會 

(socities)

が
極
め
：て
活
蹓
を
爲
し
て
ゐ
た
が
更
に
進
ん
‘

で
^
八
商
：四
十
五
年
の
九
月
に
：ロ
ン
ド
ン
の
建
築
家 

M
o
f
F
a
t
t

氏
は
首
府
ロ
ン
ド
ン

か

ら

：四

哩

乃

至

十
!5
1

!の

®
離
の
抑
に
'村
落
を
建
.設
す
^
事
を
目
的
ど
す
る
;
a合
、
 

を
造
る
it
案
を
し
れ
？
此
の
許
畫
はr

千
萬
磅
の
總
費 

用
で
以
て
三
十
五
萬
人
の
住
宅
を
設
備
す
る

ビ
云
ふ
極」 

め
；て

大

規

模

な

も

の

で

あ

.つ
た
；が

着

手

さ

れ

す

又

其

：の 

:

詳

細

の
»
は
今
H
失
は
れ
て
ゐ
る
，
別
に
相
當
の
規
模
：： 

に
於
い
て

の

#

«
が
コ
ー
^
1:
: ^

企
て
ら
れ
^
。
其
れ
は 

E
s
s
e
x

州

の

㈡
o'
る
停
車
揚
の
近
傍
に
五
千
乃
至
六
千

人
の
住
民
を
持
つ
た
住
宅
#
落
を
建
設
す
る
®
的
で
一 

株

五

破

資

本

金

一

一

十

五

萬

磅

の

組

合

が

計

®

さ

れ

た

の 

で
あ
る
り
千
八
|-
1
四

十

八

年

十

ニ

月

のs
b
b
u
r
g
h

 

-
M
a
g
a
z
i
n
e

上
の
一
文
は
其
の
計
畫
の
特
殊
の
內
容
を 

傅
へ
て
ゐ
る
。

『

田
舍
の
風
趣
を
奪
ふ
程
大
き
過
ぎ
す
、社
交
的
機
會 

を
減
し
て
し
ま
ふ
程
^
小
さ
過
ぎ
ず
、
廣
々
し
た
空
氣 

や
土
地 

> 
森
林
ビ
水
流
、
學
校
ビ
敎
會
、
«
林
と
花
園 

■等
に
ま
れ
た
美
し
い 

一»

の
住
宅』

.

家
屋
に
就
い
て
は
三
種
類
の
樣
式
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ 

る

'0
,第

一

の
は
.家
貴
が
一
年
に
四
十
磅
、
第
一
一
は
同
じ 

く
三
十
磅
、
第
三
は
十
二
磅
十
志
か
ら
十
八
磅
、
尤
も 

此
の
家
賃
R
は

Eastern 

Countis 

R
a
i
l
w
a
y

に
ょ
つ

て
ロ V

ド
ン
に
通
ふ
定
期
乘
車
券
が
家
賃
の
等
級
に
ょ 

つ
て
一
等
二
等
三
等
^
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
i£ 

に
發
起
人
は
株
式
又
は
赋
拂
法
に
ょ
つ
て
借
家
人
が
彼 

等
の
住
家
を
騰
入
し
得
る
便
宜
を
與
へ
る
事
に
な
つ
て

ゐ
炎
。
此

の

計

晝

は

誠

に

：：

『

他

の

連

築

業

者

：の

不

完

全
 

な
設
計
に
ょ
つ
て
惱
ま
さ
れ
^ :
渉
さ
れ
る
事
な
く
、
®

B
の
'計
畫
を
遂
行
し
う
る
利
益
ど
科
學w

資
本
e
の
與 

へ
る
凡
ベ
て
0.
利
益』

^
有
す
る
大
，規
«*
の
.
ー
龜
築
組 

合

で

あ

つ

た"
茏
斯
L
上
水
ビ
は
組
合
の
手
に
灰
つ
て 

::

供
給
さ
れ
卞
水
聲
置
は『

最
初
か
ら
完
全
に
1
設
備
せ 

ち
れ
て
ゐ
る
n 
土
地
は
.

『

出
*
う
る
限
り
必
要
に
應
じ 

V
』

敎
#
、
學
敉
、
«'
#
所
&1
び 

o
p
e
p
:

 S
p
a
c
e
s

 

の
用 

に
殘
ざ
れ
る
喾
で
あ
る
。
救
贫
耽
も
極
め
て
僙
少
の
额 

で足
，，O

る

で

あ

、
ら

う
。

：•

此
の
計
畫
に
»
す
る
反
對
に
は
可
な
6
聽
く
可
&

も 

0;
力

あ

る

即
ち
も
し
か
.\
る
f-
f
:fi
が
成
功
し
K
に
之
­

れ 
を
模
倣
す 
る 
も
の
が
出
乘
だ
な
ら
ば
S
ら
く
大
都
市 

に

住

む

職

人

の

最

上

級

の

部

分

丈

け

：を

其

處

に

移

し

て

_
 

『

彼

等

ょ

りも
贫
困
な
る
者

は

依

然ビ
し
て
源
氣
多
く
、

.狹

い
木
健
康
な
住
^
k
詰

め

込

ま

れて
ゐ
る』

で
あ
ら

之

れ

に

對

す

る

E
d
i
n
b
u
r
g
h

 
M
a
g
a
z
i
n
e

 

の

寄

^

-f 

は
答
へ
て
彼
等(

職
人
中
上
層
階
級)

は

『

彼
等

0-

利 

•益
を
計
つ
て
貰
ふ

に

偾
し
て
ゐ
る
。
被
等
は
人
間
祉
俞 

の
雄
蜜
蜂
で
は
な
い
。
彼
等
は
祉
會
に
寄
つ
て
生
活
せ 

\

ず
し
て
社
#
が
.彼
等
に
賴
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
等 
\ 

:

は
組
織
の
親
柱
で
あ
る
が
故
に
あ
ら

ゆ

る

釘
を
巧

み

に
 

一

う
つ
て
し
つ
か
.

C
N

ど

彼
等
を
©

め

な

け
れ

ば

な

ら

な
 

一

^

\』

若
し
此
の

連
中
か
古
い
㈣
#
か
ら
去

つ
て
行
け
ぱ 

:

『

勝
力
が
輕
減
し
て
家
賃
は
低
減
し
現
在
ょ
&

も
も
っ 

良
い
家
屋
が
彼
等
の
後

に

績
い
て
行
く
事
の
出

來

ぬ
 

一

者

の

爲

め

に

殘

さ

れ

る

事

ビ

な

る
で
あ

ら

う

』

ど

。

.

I
:

 

E
d
i
n
b
u
r
g
h
^
a
g
a
z
l
n
e

に
此
の
所
說
を
截
せ
た
筆
港 

\

は
1.
勸
が
^

&
に
.於
い
て
此
の
f-
I

*
を
眺
め
て
ゐ
.る
。

.

.

『

：
.
：
若

し

大

都

市

に

.於

い

て

高

ぐ

賃

貸

さ

れ

て

ゐ

る 

土
牢
が
貨
せ
な
い
と
な
れ
.ば
直
に
毁
さ
れ
る
で
あ
ら 

う
。
若
し
良
き
住
宅
を
得
る
に

必

耍
な
改
良
を
恶
求
し 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
檨
な
狀
態
化
あ
る
と
す
れ
ば
其
の
改

第
十一

酿

ニ

七

雜
十
六
餘(

一
六
一
七
}

雜

錄

英

_
田
圃
都
市
'運
動
の
發
生
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八)

0

錄

餺

濟

學

.の
自
锨
科
_
的
甚
硪I 

.
第

卜

ー

淡

ニ 

V

'
货

も

容

易

に

得

ら

れ

よ

ぅ

。

然

も

ぱ

吾

々

，は

國

民

の

血 

が
矢
©
に
然
も
屢
|
必
要
も
な
い
の
に
流
さ
れ
|2
昔
の
-
 

最
ル
激
し
い
戰
爭
ょ
り
^
軍
に
«
に
年
々
又
機
會
の
惡 

い
時
に
色
々
の
形
で
®
々
の
人
ロ
の
多
く
を
減
少
せ
し 

:め
る
熱
病
や
虎
疫
ど
云
ふ
敵
を
少
な
く
す
る
事
が
出
來 

る
で
あ

ら

ぅ

。

」

ゾ
 

.

p
l

o
m

戌

は

此

の

計

盡

が

充

分

；に

熟

し

た

事

の

證 

據
を
今
ま
で
^
見
出
し
得
な
い
^

し
て
ゐ
る
。Ilford 

は

今
H
に
於
い
て
は
ロ
ン
ド
ン
：近
傍
の
最
も
大
き
く
且 

:0

人
ロ
の
最
も
多S

,

都

會

地

：の一

で

ぁ

る

が

若

し

千
 

八
百
四
十
八
年
の
提
案
が
^

の
地
を
*
初
の
：
.

G
i

n
 

Village 
€

す
る
事
に
成
功
し
て
ゐ
た
-̂
今
日
?)
.

Ilford 

地

方

の

人

ロ

僧

加

は

そ

れ

程

：望

ま

レ

.い

事

で

は

な

い

で

；
 

あ 
vb'
デ

ビ

。(

以

上 

p
u
r
d
o
m
,

 

T
h
e

o.a
r
d
s

 

City. 
V 

C
h
a
p
t
e
r

 

I
H
h
e Villag 

A
s
s
o
d
a
t

o*
n
s

)
(

^
it
e
{1T:
^)

經

濟

學

の

自

然

科

學

的

基

.

(

比
較
經
濟
學
序
論)

/

■:
上

原

.好

咲

。

.■
「

私
は
經
濟
現
象
及
其
法
則
の
領
界
に
物
现
學
的
# 

に
生
物
學
的
硏
究
方
法
^
逾
用
す
る
こ
ど
に
依
つ
て
！y 

.濟
學
に
從
來
ょ
りf

層
廣S

一
 

層
科
學
的
な
根
底
を
與 

へ
や
ぅ
ど
企
て
た
。
そ
し
て
此
物
理
學
的
並
に
生
物
學 

:

的
硏
究
か
ら
M
に
進
ん
で
經
濟
學
の
基
礎
を
社
會
心
理 

ン
學
及
文
化
人
類
學
に
檢
討
し
た
。
此1

1®

解
釋
即
も
物 

理
的
且
っ
祉
會
的
解
釋
は
、
社
會
學
を
根
本
的
に
，進
步 

さ
せ
.夫
れ
に
一
層
正
確
な
科
學
的
妥
當
性
を
奥
へ
る

唯 

一
の
，正

し

い

方

法

た

る

の

で

ぁ

つ

て

、

社

會

學

的

科

學 

の

i

つ
で
ぁ
る
經
濟
學
も
從
つ
て
同
一
の
取
扱
を
受
け 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
り
余
は
生
物
學
及
心
埋
學
の
社
會
學 

へ 
'の
適
用
上
に
於
t
tる
最
近
の
巡
梦
の
光
.驵
k
照
ら
し

て
經
濟
學
を
革
新
せ
ん
ミ
訐
割
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
，
 

T
其
の
結
果
生
產W

分
配
、!'
;消
費
？
憎
値
、
勢
働
.W
A
,
I 

ロ

.
の

諸

問

題
に
關
す
る
«
濟
學
上
の
新
理
論
及
*
槪
念

を
#:
た
ノ
. 

. 

. 

:
:

"
「

併

し

經

濟

學

の

此

櫥

充

及

經

濟

學

上

の

.
諸

問

題

を

一

い
i
:事
は
、
余
の
此
計
劃
に
.取
つ
て
は
て
つ
の
前
提
に 

過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
乃
も
佘
は
此
前
提
の
上
に
立| 

つ
て
經
濟
學
を
豇
に
廣
い
更
に
充
分
な
見
地
か
ら
硏
究
；：
 

せ
ん
ビ
す
る
も
の
で
あ
る
。
萁
の
鹿
ぐ
充
分
な
硏
究
^

は
其
の
内
に
、
文
化
の
辟
度
乃
至
a
類
を
異
に
す
る
各| 

:

鄕
土
に
於
け
る

人
種
的
並
^
國
民
的
差
別
：に
關
連
す
る

，; r

j
 

經
濟
制
度
の
研
究
を
含
む
も
の
で
あ
，つ
て
へ
此
硏
究
は
.
 

M
史
的
且
つ
比
較
的
硏
究
方
法
の
必
要
に
し
て
多
々
益
.

々

一

切

の

文

化

科

學

に

適
.用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
; 

あ
る
こ

ど
を
敎
へ
る
。
^'
し
て
斯
く
て
始
め
て
吾
々
はV 

第

十

六

卷C
T

六一:

九〕

雜

錄

.經濟學の自然料

:比
較
經
濟
學
な
る
新
科
學
の
某
礎
を
確
立
し
得
る
の
で 

あ
つ

て

、

此
比
較
經
濟
學
は
某
の
姊
妹
科
學
で
あ
る
此 

較
法
#'
學
、
.
.比
較
政
治
學
、
比
較
美
學
、
乃
萊
比
較
宗 

敎
學
ど
共
に
.文
化
的
分
配
の
不
公
平
な
地
帶
を
開
發
す 

る
で
あ
ら
ぅ
。
蓋
し
經
濟
を
含
む
社
會
的
人
間
的
進
化 

の
全
體
は
、
生
物
界
の
進
化
過
程
ど
同
樣
に
祓
雜
差
別 

多
岐
で
あ
つ
て
、
.
#つ
て
吾
々
は
人
間
の
歴
史
、制
度
、

境
、.
習
慣
等
を
失
々
相
異
な
る
典
型
<
形
式
^
を
特 

へ
有
す
る
各
差
別
的
の
地
域
に
區
劃
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
ぞ 

し
て
其
れ
等
を
此
較
照
合
す
る
こ
く
に
依
つ
て
彻
め
て
ノ 

社
會
科
學
に
膂
遍
的
原
理
を
求
め
得
る
の
で
あ
る
。

.

.

「

乃
ち
玆
に
於
て
.吾
々
は『

«
 
土
經
濟
學』

’換
言
す
る
.
 

>
c經
濟
組
織
上
相
異
る
典
型
並
に
楷
梯
の

構
造
及
作
用 

に
關
す
る
科
學
的
硏
究
"
に
邋
逢
す
る
。
菩
々
に
し
て 

先
づ
歷
史
的
且
つ
比
較
的
硏
究
方
法
に
依
？ 

豫め
標
本 

的
の
經
濟
地
域
及
形
態
か
ら
引
出
さ
れ
且
つ
其
れ
特
に 

，
適

合

す

る

中

間

的

公

理

及

統

.
一

を

說

定

し

て

置

か

ね

限 

學
的
菡
磷
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